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１．はじめに  

 本報告では，2000 年から 13 年間で山口・福岡両県において，漏水の発生している 56 箇所のため池に対し

て，ダイポール・ダイポール法による高密度電気探査を行い，二次元の比抵抗値断面図を作成し，漏水箇所の

判定を実施した事例から，ため池漏水箇所の比抵抗映像に現れた特徴を示す．これにより，ため池内に漏水が

起因して不具合が生じている箇所，範囲などを特定する技術として，手法の可能性について述べる． 

２．比抵抗映像法を利用した経緯  

2.1 比抵抗映像法に至った理由  

ため池での利用が有効であると考えられるのは以下の理

由による． 

1 築堤材料の電気的均質性：ため池築堤材料は，主に細粒

粘土質な土を用いることが前提とされている．したがっ

て，電気伝導度の観点からは，提体土はほぼ均質な土と

みなせるので，漏水集中部（周辺堤体より電気伝導度が

高い），構造物（底樋コンクリートは高比抵抗）等が比較

的容易に把握可能である． 

2 地形影響成分の排除：ため池提体は縦断方向には，ほぼ

水平に築堤されているため，観測比抵抗値を補正する

（Loke，2000）必要がない． 

以上の点から，比抵抗映像法による探査が，ため池の内

部の診断，特に漏水把握のためのスクリーニング手法とし

て適した手法であることが予測された． 

2.2 観測に使用した機器および比抵抗映像法  

今回用いた比抵抗測定装置は，AGI（Advanced Geosciences Inc.）社製の装置を用いた．観測は二極法を

用いて行った．解析は比抵抗二次元探査解析ソフト RE2DINV（Loke,1996）を使って比抵抗映像を断面図化

した． 

３．比抵抗断面図による観測結果  

 比抵抗映像法で捉えた漏水がボーリング調査などによるスコーピング結果と一致した例を示す。 

3.1 ため池 E の場合（ため池名は表 1に対応） 

ため池 Eのため池タイプは前刃金型．豪雨で貯水位が越流寸前まで上昇し，旧底樋（新底樋と同じ位置）周

辺のパイピングが拡大して決壊した．底樋周辺を開削整形し，上流に前刃金，洪水吐も全面改修された．改修

後に底樋右岸側と洪水吐急流部の直壁水抜孔からの漏水が観察された．また，堤体下流法面が高い位置から広

い範囲で湿潤していた． 

比抵抗映像法による観察結果とスコーピング結果：図 1 に示されるように，堤体下流のり面中間に縦断方向

に配置した A 測線で観察した比抵抗断面図によるとρ＜72Ωm が底樋上部の堤体内に捉えられた． 
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図 1 ため池 Eの比抵抗断面図およびコア健全度確認調査位置

と高透水範囲 

図 2 漏水するため池Ｆの比抵抗断面図 
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同じく図.1 の下図にボーリング位置と新設コア内で観測され

た高透水範囲（透水係数 k＝10-3cm/s オーダー）を示す．比抵

抗断面図は漏水範囲を確実に捉えてことを確認した． 

3.2 ため池 F の場合 

ため池 F のため池タイプは前刃金型．危険ため池解消のため

に全面改修されたが，改修後の貯水時に堤体下流法面の高い位

置からの漏水が観察された． 

比抵抗映像法による観察結果とスコーピング結果：傾斜コア

に沿って探査したところ，図 2 に示すようにコア内のほぼ同じ

標高にρ＜40Ωm の低比抵抗の範囲が観測された．機械ボーリ

ングによってこの深度を確認したところ，静水圧透水試験時に

貯水池内側へのリークが観察されコアが欠損していることが確

認された．この低比抵抗部の水平方向への拡がりは，施工が数

箇月中断した標高と一致し，比抵抗断面図に示される低比抵抗

部はコアが欠損している範囲を示していると推定される． 

4．比抵抗値の分布判定  

表 1 に漏水のあるため池の堤体（平均値），基盤および漏水箇

所の比抵抗値を示す．これによると，堤体の一般的な比抵抗値

は浸潤線以下でρ=50～500Ωm，浸潤線より上の不飽和の部分

はρ≧400Ωm を示す．一方で集中した著しい漏水の場合，ρ（比抵抗値）=10～50Ωm に集中している．こ

れは湿潤未固結粘土（ρ=20Ωm），泥灰土（ρ=3～70Ωm）（Mooney，1980）の一般的な傾向に近い． 

ため池の漏水は底樋等の地下埋設構造物周辺に集中する傾向があるが，改修後の場合で漏水や周辺の滞水の

ない底樋では，周辺地盤と同じかやや高い比抵抗値を示す傾向にありρ≧3,000Ωm と明瞭な値を示す例もあ

った．底樋は土管，ヒューム管，現場打コンクリート，石造など非常に低電導率の構造物であり，内部に用水

が流れていても漏水していなければ，高比抵抗部として評価されるものである．したがって，底樋周辺位置で

の比抵抗ギャプは，不具合を示唆するものとして判定には注意する必要がある． 

もう一つの漏水経路となり易い構造物の洪水吐では，高比抵抗体として示される．図 2 のため池 F のように

周辺に低比抵抗ギャップが識別できれば，床版下に漏水が疑われるが，①解析断面図の縁辺部は偽像を生じや

すい，②洪水吐コンクリート部分は電極配置が粗い，③洪水吐対岸部から標高が変化する場合が多く，解析精

度が低下する，などの問題点があり判定は慎重に行うべきである． 

5. ため池漏水調査における比抵抗映像法の適用性に関する考察 

① 比抵抗映像法による断面図は，ため池の漏水等の現地観測結果を良く反映している．ため池 F のように

一部のため池では別に実施したボーリング調査によるスコーピング結果を良く反映しており，ため池漏

水調査のスクリーニング調査としての可能性は十分にあると判定できる． 

② 漏水箇所と健全箇所は相対的な差で特定することが可能であり，漏水箇所の比抵抗値は 100Ωm 以下（85％

が 50Ωm 以下）と考えられる． 
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表 1 漏水のあるため池の比抵抗値一覧 
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